
すがす
がしい風が吹く住みやすい湖南市になれるよう、市民の皆さまと共に歩んでまいります。
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�

議
長

　植
中

　都

12
月
議
会
定
例
会
で
は
、
11
月
に
就
任
さ
れ

た
生
田
市
長
の
所
信
表
明
や
公
約
等
に
関
し
、

6
会
派
の
代
表
質
問
、
ま
た
10
人
の
議
員
の
一

般
質
問
が
あ
り
、（
Ｐ
13
～
Ｐ
17
）白
熱
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
12
日
に
は
、
新
し
く
松
浦
教
育
長
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
は
、
社
会
を
編
成
す
る
要
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
教
育
の
安
全
確
保
と
充
実
は
大
き
な
課

題
で
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
目
を
離
せ
な
い
時
期
、

本
市
の
教
育
分
野
ト
ッ
プ
の
空
白
が
埋
め
ら
れ
た
こ

と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
市
行
政
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
目
標
達
成
計
画
を
た
て
、
そ
の
計
画
に

沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
、
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
二

次
総
合
計
画
の
後
期
計
画（
目
標
年
次
２
０
２
５
年
）を
は
じ
め
、
障
が

い
者
計
画（
同
２
０
２
６
年
）第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画（
同
２
０
２
３
年
）都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
同
２
０
２
５

年
）等
々
、
重
要
な
計
画
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
計
画
は
、
学
識
経
験
者

や
市
民
等
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
る
審
議
会
や
策
定
委
員
会

の
中
で
検
討
さ
れ
ま
す
。
議
会
で
も
、
作
成
進
捗
の
節
目
ご
と
に
報
告

を
受
け
、
所
管
の
委
員
会
で
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
意
見
を
述
べ
て

い
ま
す
。

検
討
や
討
議
を
行
う
た
め
の
大
ま
か
な
考
え
で
あ
る「
素
案
」が
で

き
れ
ば
、
市
民
の
方
か
ら
も
意
見
を
頂
き
ま
す（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）。
素
案
は
、
図
書
館
や
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
等
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
生
活
に
直
結
す
る
大
切
な
事
業
計
画
で
す
の
で
、
機
会
あ
る
ご

と
に
、
ぜ
ひ
目
を
通
し
て
頂
き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

重
要
な
上
位
計
画
は
、
議
決
案
件
と
し
て
議
会
に
提
案
さ
れ
ま
す
。

“チームde
� 議会”

分類 議　案　名　等 結果

条
　
　
例

議案第112号
湖南市地域総合センター条例の一部を改正する条例の制定
について
令和３年２月８日に住居表示が実施されることに伴い、湖南市柑
子袋会館の位置が変更となるため、所要の改正を行うもの。

◎

議案第113号
湖南市間伐材利用体験施設設置条例を廃止する条例の制定
について
湖南市間伐材利用体験施設「湖南市じゅらくの里木工の館」に
ついて、利用者数が少ないことや建築より23年が経過し施設修
繕費の増大が今後見込まれることから、令和３年３月31日をもって
施設の機能を廃止するものとし、条例を廃止するもの。

継続
審査

議案第114号
湖南市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
道路法施行令の一部改正を受けて、道路占用料の改定を行うた
め、所要の改正を行うもの。

◎

補
正
予
算

議案第115号
令和２年度湖南市一般会計補正予算（第９号）
【歳入歳出】歳入歳出それぞれ1234万８千円を減額
【補正後の額】276億3981万４千円

○

議案第116号
令和２年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算
（第３号）
【歳入歳出】それぞれ70万円を追加
【補正後の額】５億3424万５千円

◎

議案第117号
令和２年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
【歳入歳出】それぞれ1021万２千円を追加
【補正後の額】９億9885万７千円

◎

議案第118号
令和２年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第２号）
【歳入歳出】それぞれ172万３千円を追加
【補正後の額】34億1870万７千円

◎

分類 議　案　名　等 結果

条
　
　
例

議案第106号
湖南市工場立地法準則条例の制定について
市内への企業の進出や定着を促進することを目的に、工場立地
法が規定する工場敷地における緑地面積の基準を緩和するた
め、条例を制定するもの。

◎

議案第107号
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定について
地方税法等の一部を改正する法律（令和２年法律第５号）の施
行に伴い、地方税の延滞金の割合の特例に準じて延滞金の割
合の特例を定めている市の条例について、所要の改正を行うも
の。

◎

議案第108号
湖南市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例及び
湖南市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
国における指定職の期末手当の改定に準じて、議会議員および
特別職の期末手当の改定を行うため、所要の改正を行うもの。

◎

議案第109号
湖南市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の
制定について
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定等に準じて、職員
の給与改定を行うため、所要の改正を行うもの。

○

議案第110号
湖南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
地方税法施行令の一部改正による個人所得課税の見直しに伴
う軽減判定所得基準について、所要の改正を行うもの。

◎

議案第111号
湖南市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
河川占用許可を有している野洲川運動公園の一部を県に返還
することから、多目的グラウンドが利用できなくなることに伴い、所要
の改正を行うもの。

◎

12月議会定例会議決結果
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分類 議　案　名　等 結果

そ
　
の
　
他

議案第130号
指定管理者の指定について
湖南市菩提寺北学童保育所について、地方自治法第244条の２
第６項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決
を求めるもの。
【指定管理者】特定非営利活動法人みちくさクラブ
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

議案第131号
指定管理者の指定について
湖南市岩根学童保育所について、地方自治法第244条の２第６
項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決を求
めるもの。
【指定管理者】岩根学童保育所運営委員会
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

議案第132号
指定管理者の指定について
湖南市三雲東学童保育所について、地方自治法第244条の２第
６項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決を
求めるもの。
【指定管理者】特定非営利活動法人ＮＰＯげんきっ子
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

議案第133号
議決事項の変更について
湖南市湖國十二坊の森の指定管理者の指定について、平成29
年12月議会において議決された内容のうち、指定期間を変更す
ることについて、議会の議決を求めるもの。
指定の期間
【変更前】平成30年４月１日から平成33年３月31日まで
【変更後】平成30年４月１日から令和５年３月31日まで

◎

議案第134号
議決事項の変更について
湖南市じゅらくの里利用体験施設（じゅらくの里もりの駅、じゅらく
の里土の館、じゅらくの里木工の館）の指定管理者の指定につい
て、平成27年12月議会において議決された内容のうち、指定期間
を変更することについて、議会の議決を求めるもの。
指定の期間
【変更前】平成28年４月１日から平成33年３月31日まで
【変更後】平成28年４月１日から令和５年３月31日まで

◎

議案第135号
議決事項の変更について
湖南市魅力発信拠点施設の指定管理者の指定について、平成
31年3月議会において議決された内容のうち、指定期間を変更す
ることについて、議会の議決を求めるもの。
指定の期間
【変更前】平成31年4月1日から平成33年3月31日まで
【変更後】平成31年4月1日から令和５年3月31日まで

◎

議案第136号
旧慣使用権の廃止について
柑子袋字前田112番の土地について、隣地地権者へ売払いを行
うため、地方自治法第238条の６の規定により旧慣使用権を廃止
するにあたり、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第137号
字の区域および名称の変更について
平成13年度から県営経営体育成基盤整備事業として実施され
ている甲西南部１地区針工区のほ場整備事業に伴う換地処分
に必要なため、字の区域および名称について変更を行うもの。

◎

議案第138号
教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき、
教育長の任命について議会の同意を求めるもの。

◎

意
見
書

意見書第３号
防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書 ◎

意見書第４号
少人数学級の実現を求める意見書 ◎

意見書第５号
日本学術会議会員候補者の任命拒否をした６名を直ちに任命を
することを求める意見書

●

分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第119号
令和２年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計補正
予算（第１号）
【歳入歳出】予算総額変更無し
【総額】6941万８千円

◎

そ
　
の
　
他

議案第120号
指定管理者の指定について
湖南市共同福祉施設について、地方自治法第244条の２第６項の規
定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決を求めるもの。
【指定管理者】湖南市商工会
【指定の期間】令和３年４月１日から令和６年３月31日まで

◎

議案第121号
指定管理者の指定について
湖南市石部まちづくりセンターについて、地方自治法第244条の２
第６項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決
を求めるもの。
【指定管理者】石部学区まちづくり協議会
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

議案第122号
指定管理者の指定について
湖南市石部南まちづくりセンターおよび石部南運動場について、
地方自治法第244条の２第６項の規定により指定管理者を指定
するにあたり、議会の議決を求めるもの。
【指定管理者】石部南学区まちづくり協議会
【指定の期間】令和３年４月１日から令和10年３月31日まで

◎

議案第123号
指定管理者の指定について
湖南市立石部コミュニティセンターについて、地方自治法第244
条の２第６項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会
の議決を求めるもの。
【指定管理者】石部学区まちづくり協議会
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

議案第124号
指定管理者の指定について
湖南市社会福祉センターについて、地方自治法第244条の２第６
項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決を求
めるもの。
【指定管理者】社会福祉法人湖南市社会福祉協議会
【指定の期間】令和３年４月１日から令和６年３月31日まで

◎

議案第125号
指定管理者の指定について
湖南市石部南学童保育所について、地方自治法第244条の２第
６項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決を
求めるもの。
【指定管理者】一般社団法人風の子のいえ
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

議案第126号
指定管理者の指定について
湖南市三雲学童保育所について、地方自治法第244条の２第６
項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決を求
めるもの。
【指定管理者】三雲学童保育所運営委員会
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

議案第127号
指定管理者の指定について
湖南市菩提寺学童保育所について、地方自治法第244条の２第
６項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決を
求めるもの。
【指定管理者】特定非営利活動法人みちくさクラブ
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

議案第128号
指定管理者の指定について
湖南市水戸学童保育所について、地方自治法第244条の２第６
項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決を求
めるもの。
【指定管理者】水戸学童保育所運営委員会
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

議案第129号
指定管理者の指定について
湖南市下田学童保育所について、地方自治法第244条の２第６
項の規定により指定管理者を指定するにあたり、議会の議決を求
めるもの。
【指定管理者】特定非営利活動法人おおぞら
【指定の期間】令和３年４月１日から令和８年３月31日まで

◎

※◎全会一致で可決・同意 　○賛成多数で可決 　●賛成少数で否決
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議案番号 件　　　　名

令和会 自民 
誠心会 みらいの風 無所属の会 

市民の力
日本共産
党湖南市
議員団

湖南市
公明党
議員団

無
会
派

上
野
　
顕
介

森
　
　

淳

藤
川
　
み
ゆ
き

大
島
　
正
秀

菅
沼
　
利
紀

加
藤
　
貞
一
郎

小
林
　
義
典

奥
村
　
幹
郎

望

月
　

卓

堀
田
　
繁
樹

松
原
　
栄
樹

赤
祖
父
　
裕
美

立
入
　
善
治

松
井
　
圭
子

桑
原
田
　
美
知
子

細
川
　
ゆ
か
り

中
土
　
翔
太

意見書第５号
日本学術会議会員候補者の任命拒否をした６名を
直ちに任命することを求める意見書

● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 ● ● ●

議案第109号
湖南市職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

議案第115号 令和２年度湖南市一般会計補正予算（第９号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

令和２年12月議会定例会　提出案件（賛否）
○：賛成　●：反対

意
見
書
第
３
号

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭

化
対
策
の
継
続
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

現
在
、
世
界
は
異
常
な

気
候
変
動
を
受
け
各
国
各

地
で
そ
の
甚
大
な
被
害
を

被
っ
て
い
る
。
わ
が
国
で

も
、
豪
雨
、
河
川
の
氾
濫
、

土
砂
崩
落
、
地
震
、
高
潮
、

暴
風
・
波
浪
、
豪
雪
な
ど
、

自
然
災
害
の
頻
発
化
・
激

甚
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
甚
大
な
自
然

災
害
に
事
前
か
ら
備
え
、

国
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
は
、
よ
り
一
層
そ
の

重
要
性
を
増
し
て
お
り
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。こ

う
し
た
状
況
を
受
け
、

国
に
お
い
て
は
、
重
要
イ

ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
や
過

去
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た

知
見
を
踏
ま
え
、
国
土
強

靭
化
を
加
速
化
・
進
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
」

を
改
訂
す
る
と
と
も
に
、

重
点
化
す
べ
き
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
を
推
進
す
る
た
め

の「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
の
た
め
の
３
か
年
緊

急
対
策
」を
策
定
し
、
集

中
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
そ
の
期
限
が
令
和
３

年
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。

現
状
で
は
、
過
去
の
最

大
を
越
え
る
豪
雨
に
よ
る

河
川
の
氾
濫
・
堤
防
の
決

壊
、
山
間
部
の
土
砂
災
害

等
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
犠
牲

者
は
後
を
絶
た
な
い
。
今

後
起
こ
り
う
る
大
規
模
自

然
災
害
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
、
迅
速
な
復
旧
復

興
へ
と
つ
な
が
る
よ
う

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
」は
よ
り
一
層
、
十
分

な
予
算
の
安
定
的
か
つ
継

続
的
な
確
保
が
必
須
で
あ

る
。よ

っ
て
、
国
に
お
か
れ

て
は
、
下
記
の
措
置
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

１
．
令
和
２
年
度
末
期
限

の「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
の
た
め
の
３
か
年
緊

急
対
策
」の
更
な
る
延
長

と
拡
充
を
行
う
こ
と
。

２
．
地
方
自
治
体
が
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
に
基
づ

き
実
施
す
る
対
策
に
必
要

な
予
算
の
総
額
確
保
を
図

る
こ
と
。

３
．
災
害
復
旧
・
災
害
関

連
予
算
の
確
保
や
補
助
対

象
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
国
土
強
靭
化
の
た
め

の
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
配

分
に
当
た
っ
て
は
、
社
会

資
本
整
備
の
遅
れ
て
い
る

地
方
に
十
分
配
慮
す
る
こ

と
。

全
員
賛
成
で
可
決
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意
見
書
第
４
号

少
人
数
学
級
の
実
施
を
求

め
る
意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
子

ど
も
も
学
校
も
多
く
の
不

安
と
心
配
を
抱
え
て
い
ま

す
。
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
、

学
校
教
育
の
現
場
で
も
身

体
的
距
離
の
確
保
が
重
要

で
す
。
し
か
し
、
40
人
学

級
の
教
室
で
は
子
ど
も
た

ち
の
身
体
的
距
離
が
と
れ

ず
、「
密
集
状
態
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
避
け

る
た
め
に
は
少
人
数
学
級

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
は
一
人
一
人
の
子
ど

も
と
じ
っ
く
り
向
き
合
い
、

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
個
別

の
指
導
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
現
場
か
ら
は
40

人
学
級
で
な
く
少
人
数
学

級
実
現
の
要
望
が
強
く
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
３
日
に

は
、
全
国
知
事
会
・
全
国

市
長
会
・
全
国
町
村
会
は

連
名
で
政
府
に「
少
人
数

意
見
書
第
５
号

日
本
学
術
会
議
会
員
候
補

者
の
任
命
拒
否
を
し
た
６

名
を
直
ち
に
任
命
を
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

２
０
２
０
年
10
月
１
日
、

菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
は
、

日
本
学
術
会
議
が
推
薦
し

た
会
員
候
補
者
1
0
5
名

の
う
ち
６
名
の
任
命
拒
否

を
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行

為
は
、
日
本
学
術
会
議
法

に
違
反
し
、
学
問
の
自
由

を
保
障
し
た
憲
法
23
条
に

も
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

学
問
は
、
真
理
を
発
見
す

る
営
み
で
あ
る
か
ら
、
学

術
的
立
場
か
ら
時
の
政
府

に
対
し
て
厳
し
い
反
対
意

見
を
表
明
す
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。
そ
の
た
め
、
学

問
は
、
し
ば
し
ば
政
府
に

よ
る
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ
て

き
た
。
わ
が
国
に
お
い
て

も
、
滝
川
事
件
や
、
天
皇

機
関
説
事
件
な
ど
、
政
府

が
学
説
を
公
定
し
、
政
府

の
意
向
に
反
す
る
研
究
を

弾
圧
し
た
歴
史
的
経
験
が

者
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣

が
法
に
基
づ
い
て
任
命
を

行
っ
た
と
し
て
、
任
命
に

は
政
府
の
裁
量
が
あ
る
と

主
張
す
る
。

し
か
し
、
日
本
学
術
会

議
は
、
憲
法
23
条
に
よ
る

学
問
の
自
由
が
保
障
さ
れ

る
自
律
的
組
織
で
あ
る
か

ら
、
特
に
強
く
保
護
さ
れ

る
べ
き
人
事
に
つ
い
て
、

政
府
が
実
質
的
に
介
入
す

る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
な

い
。
政
府
の
主
張
は
、
学

問
の
自
由
を
保
障
し
た
憲

法
23
条
に
違
反
し
、
法
７

条
２
項
の
解
釈
を
誤
っ
た

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

任
命
拒
否
が
更
な
る
学
問

の
自
由
の
侵
害
へ
と
つ
な

が
り
、
日
本
社
会
の
健
全

な
発
展
が
阻
害
さ
れ
る
こ

と
を
危
惧
し
、
下
記
事
項

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま

す
。

１
．
任
命
拒
否
を
し
た
候

補
者
を
直
ち
に
任
命
す
る

こ
と
。

編
成
を
可
能
と
す
る
教
員

の
確
保
」を
要
望
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
７
月

17
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

来
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
少
人
数
学
級

に
踏
み
出
す
予
算
措
置
を

実
現
す
る
こ
と
が
教
育
関

係
者
の
強
い
要
望
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
て
、
強
く
要

請
す
る
も
の
で
す
。

１
．
安
全
・
安
心
で
、
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
実
現
に

つ
な
が
る
少
人
数
学
級
を

速
や
か
に
実
現
す
る
た
め
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

全
員
賛
成
で
可
決

あ
る
。
日
本
国
憲
法
は
、

こ
の
よ
う
な
学
問
に
対
す

る
苦
い
弾
圧
の
歴
史
等
を

反
省
し
、
人
類
文
化
の
発

展
に
不
可
欠
な
真
理
探
求

の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と

の
必
要
性
に
鑑
み
て
、
学

問
の
自
由
を
保
障
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
個
々
の

科
学
者
は
、
政
府
の
干
渉

を
受
け
ず
に
学
問
的
研
究

活
動
や
研
究
成
果
の
発
表

を
す
る
自
由
を
享
受
す
る
。

日
本
学
術
会
議
は
、
学
問

の
担
い
手
で
あ
る
科
学
者

が
分
野
横
断
的
に
学
術
研

究
の
成
果
を
持
ち
寄
っ
て

学
術
的
議
論
を
し
、
集
約

さ
れ
た
成
果
を
政
府
と
は

独
立
し
た
立
場
か
ら
政
府

や
社
会
に
還
元
す
る
組
織

で
あ
り
、
日
本
の
学
術
に

と
っ
て
大
学
と
同
等
の
重

要
性
を
有
す
る
。

今
回
の
任
命
拒
否
に
つ

い
て
、
政
府
は
、
日
本
学

術
会
議
に
よ
る
推
薦
者
の

中
か
ら
、「
総
合
的
・
俯ふ

か
ん瞰

的
」な
観
点
か
ら
任
命
権

賛
成
討
論

国
会
審
議
等
で
、
菅
首

相
は
６
名
の
任
命
拒
否
の

理
由
を
具
体
的
に
示
す
こ

と
な
く
、「
総
合
的
・
俯
瞰

的
な
活
動
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
判
断
」、「
バ
ラ
ン

ス
や
多
様
性
を
考
慮
」な

ど
と
抽
象
的
な
も
の
言
い

を
繰
り
返
し
、「
事
前
の

調
整
が
な
か
っ
た
」と
日

本
学
術
会
議
へ
の
責
任
転

嫁
ま
で
行
い
ま
し
た
。

日
本
学
術
会
議
の
自
律

性
、
独
立
性
を
保
つ
こ
と

は
、
多
様
な
角
度
か
ら
真

理
を
追
究
す
る
学
術
研
究

を
発
展
さ
せ
、
社
会
全
体

が
科
学
の
成
果
を
享
受
す

る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
回
の
会
員
人
事
へ
の

介
入
は
、
政
府
に
よ
る
自

由
な
学
術
研
究
の
統
制
と

異
論
を
排
除
す
る
社
会
を

つ
く
り
出
し
、
政
府
見
解

へ
の
忖
度
を
国
民
に
せ
ま

り
、
物
言
え
ぬ
風
潮
を
強

め
る
こ
と
に
な
る
暴
挙
と

い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

賛
成
少
数
で
否
決
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付託案件 ５件

予算
常任委員会

議
案
第
115
号

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と

に
つ
い
て

答
　
基
本
的
に
は
単
年
度

で
使
い
切
る
こ
と
と
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

複
数
年
に
わ
た
っ
て
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
金
融
支

援
等
で
あ
れ
ば
、
基
金
に

積
み
立
て
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
算
出
根
拠

に
つ
い
て

答
　
そ
れ
ぞ
れ
に
基
本
と

な
る
単
価
が
あ
り
、
人
口

や
そ
の
時
の
感
染
者
数
、

保
健
所
の
有
無
な
ど
様
々

な
複
雑
な
条
件
を
元
に
算

出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
効
果
的
な
対

策
で
あ
り
、
実
情
に
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
れ
ば
使
途

に
制
限
は
な
い
と
の
こ
と

で
、
こ
れ
に
基
づ
き
担
当

課
で
判
断
し
、
実
施
計
画

を
立
て
、
国
に
承
諾
を
得

て
い
ま
す
。

問
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
に

伴
い
、
宮
の
森
火
葬
場
解

体
工
事
費
用
が
増
額
補
正

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

答
　
当
初
は
1
7
0
0
万

円
ほ
ど
の
経
費
を
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
実
施
設
計

段
階
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
処

理
費
が
掛
か
る
こ
と
が
分

か
り
、
総
額
で
4

 

0

 

0

 
0
 

万
円
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
の
段
階
で
で
き
る
限

り
最
初
に
費
用
を
詰
め
て

お
く
、
ま
た
今
後
こ
う
い

っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
、

当
初
の
段
階
で
建
築
士
を

通
す
な
ど
の
対
応
を
考
え

ま
す
。

問
　
指
定
管
理
の
期
間
延

長
に
伴
う
債
務
負
担
行
為

の
算
出
根
拠
に
つ
い
て

答
　
当
初
予
算
を
参
考
に

し
な
が
ら
各
事
業
者
と
協

議
を
重
ね
た
結
果
を
加
味

し
て
判
断
し
た
も
の
で
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
農
業
者

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

た
収
入
保
険
の
保
険
料
一

部
補
助
の
周
知
に
つ
い
て

答
　
日
々
の
業
務
の
中
で

の
周
知
に
加
え
、
農
業
委

員
会
を
通
じ
て
も
説
明
し

て
い
き
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
116
号

問
　
県
の
医
療
機
関
・
薬

局
等
に
お
け
る
感
染
拡
大

防
止
等
支
援
事
業
費
補
助

金
の
金
額
は
各
診
療
所
で

金
額
が
異
な
る
の
で
す
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
ご

と
に
分
か
れ
て
い
る
金
額

を
合
算
す
る
と
一
診
療
所

あ
た
り
一
律
百
万
円
に
な

り
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
117
号

問
　
高
齢
者
医
療
制
度
の

見
直
し
等
シ
ス
テ
ム
改
修

は
国
で
議
論
さ
れ
て
い
る

２
割
負
担
等
も
含
め
た
シ

ス
テ
ム
改
修
で
す
か
。

答
　
平
成
30
年
度
の
税
制

改
正
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
電
算
処
理
標
準
シ
ス

テ
ム
の
仕
様
変
更
に
伴
う

も
の
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
118
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
119
号

問
　
県
の
医
療
機
関
・
薬

局
等
に
お
け
る
感
染
拡
大

防
止
等
支
援
事
業
費
補
助

金
が
70
万
円
だ
が
議
案
第

1
1
6
号
の
際
の
補
助
金

は
百
万
円
で
、
何
故
こ
の

よ
う
に
差
が
あ
る
の
で
す

か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

対
し
て
県
が
定
め
た
上
限

額
が
違
う
か
ら
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
1０9
号

湖
南
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

趣
旨令

和
２
年
度
に
お
け
る

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国

家
公
務
員
の
給
与
改
定
等

に
準
じ
て
、
市
職
員
の
給

与
に
つ
い
て
所
定
の
改
定

を
行
う
。

概
要

１
．
期
末
勤
勉
手
当
に
つ

い
て
、
支
給
月
数
を
０
．

０
５
月
分
引
き
下
げ
る
。

２
．
会
計
年
度
任
用
職
員

の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
は
支
給
月
数

を
変
更
せ
ず
、
令
和
３
年

度
以
降
は
０
．０
５
月
分

引
き
下
げ
る
。

反
対
討
論

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、

公
務
労
働
者
の
労
苦
に
応

え
ず
、
求
め
ら
れ
る
内
需

主
導
型
の
経
済
転
換
に
も

背
を
向
け
る
も
の
で
す
。

中
高
年
層
の
賃
上
げ
抑

制
や
再
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
に
つ
な
が
る
勧
告
も

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
会

計
年
度
任
用
職
員
は
、
職

務
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、

賃
金
が
低
水
準
に
抑
え
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

菅
首
相
は
所
信
表
明
で
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
や
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現

を
強
調
し
ま
し
た
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
賃
金
・
休
暇

な
ど
の
処
遇
改
善
を
行
う

べ
き
で
す
。
同
じ
仕
事
な

ら
処
遇
も
同
じ
と
す
る
よ

う
、
公
務
職
場
こ
そ
率
先

し
て
す
す
め
る
べ
き
で
す
。

地
方
公
務
員
の
賃
金
水

準
が
引
き
下
げ
ら
れ
れ
ば
、

民
間
労
働
者
の
賃
金
引
き

下
げ
に
も
必
ず
影
響
す
る

と
考
え
反
対
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決
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付託案件 21件

総務
常任委員会

付託案件 １件

福祉教育
常任委員会

議
案
第
1０7
号

地
方
税
の
延
滞
金
の
割

合
の
特
例
に
関
す
る
規
定

中
の
用
語
が
改
正
さ
れ
る

た
め
、
地
方
税
の
延
滞
金

の
割
合
の
特
例
に
準
じ
て
、

延
滞
金
の
割
合
の
特
例
を

定
め
て
い
る
湖
南
市
介
護

保
険
条
例
等
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
11０
号

地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
公

布
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
税
の
減
額
の
対
象
と
な

る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得

基
準
に
つ
い
て
改
正
を
行
っ

た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
関
係
す
る
対
象
人
数

と
変
動
す
る
予
算
は
。

答
　
今
回
の
条
例
改
正
は
、

議
案
第
111
号

野
洲
川
の
河
川
改
修
工

事
で
、
市
が
河
川
占
用
許

可
を
有
し
て
い
る
野
洲
川

運
動
公
園
の
一
部
を
県
に

返
還
す
る
た
め
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
項
目
を
条

例
か
ら
削
除
す
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問
　
今
後
、
利
用
者
の
駐

車
場
は
、
甲
西
大
橋
の
下

の
所
だ
け
か
。

答
　
甲
西
大
橋
の
下
の
駐

車
場
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

今
度
と
も
、
県
と
安
全
面

を
優
先
に
協
議
し
ま
す
。

問
　
市
民
へ
の
周
知
方
法

と
区
長
会
へ
の
説
明
は
。

答
　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
一
部

は
利
用
停
止
し
て
い
て
、

恒
常
的
に
利
用
さ
れ
て
い

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
に
、
不
利
益
や
影
響

が
で
な
い
よ
う
に
軽
減
判

定
基
準
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
特
に
税
収

も
変
わ
ら
な
い
た
め
人
数

の
把
握
や
予
算
措
置
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
こ
の
条
例
改
正
の
対

象
者
は
。

答
　
軽
減
判
定
基
準
に
該

当
し
て
い
る
方
の
み
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
112
号

令
和
３
年
２
月
４
日
に

住
所
表
示
が
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
柑
子
袋
会

館
の
位
置
を
柑
子
袋
８
６

８
番
地
か
ら
柑
子
袋
東
２

丁
目
６
番
18
号
へ
と
改
め

る
も
の
で
す
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１
２
０
号
か
ら

議
案
第
１
３
２
号「
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

と
議
案
第
１
３
３
号
か
ら

議
案
第
１
３
５
号「
議
決

事
項
の
変
更
に
つ
い
て
」

の
審
議
の
前
に
、
指
定
管

理
者
制
度
の
概
要
・
指
定

管
理
者
選
定
ま
で
の
事
務

た
団
体
に
は
個
別
に
周
知

し
て
い
る
。
広
報
等
、様
々

な
情
報
発
信
で
広
く
周
知

し
て
い
き
、
区
長
会
へ
の

説
明
も
検
討
し
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

所
管
事
務
調
査

（
下
田
学
童
保
育
所
現
地

踏
査
）

保
護
者
会
運
営
で
、
保

護
者
負
担
が
大
き
く
、
学

童
連
絡
協
議
会
で
一
括
運

営
を
し
て
い
た
時
代
も
あ

っ
た
が
、
地
域
で
の
バ
ラ

ン
ス
の
違
い
も
あ
り
、
結

局
各
所
運
営
に
戻
っ
た
。

そ
の
後
、
下
田
学
童
保
育

所
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を

し
て
今
に
至
る
と
い
う
経

過
説
明
を
受
け
て
、
施
設

見
学
の
後
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

問
　
職
員
体
制
や
児
童
数

は
。
現
状
の
課
題
は
。

答
　
職
員
は
４
名
で
、
そ

の
内
１
名
は
、
現
在
、
産

休
・
育
休
中
で
、
児
童
は

46
名
登
録
さ
れ
て
い
る
。

職
員
は
交
代
を
含
め
、
4.5

人
に
し
た
い
。
安
定
的
に

長
時
間
勤
務
し
て
も
ら
い

た
い
が
、
募
集
を
し
て
条

件
を
変
え
て
も
応
募
が
厳

し
い
状
況
で
す
。

問
　
下
田
小
学
校
の
空
き

教
室
は
あ
る
の
か
。

答
　
日
枝
山
手
台
の
開
発

で
児
童
が
増
え
て
、
空
き

教
室
が
な
い
た
め
学
童
保

育
所
を
増
築
し
た
。

問
　
外
国
籍
の
子
ど
も
の

預
か
り
で
言
語
の
壁
は
な

い
の
か
。

答
　
さ
く
ら
教
室
が
あ
り
、

総
数
の
増
加
に
よ
り
子
ど

も
同
士
の
交
流
の
中
で
、

言
語
が
発
達
し
て
不
自
由

し
て
い
な
い
。

問
　
運
営
方
法
の
考
え
方

の
違
い
は
あ
る
が
、
市
内

学
童
保
育
所
が
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
組
ん
で
や
っ
て
い

く
の
は
難
し
い
か
。

答
　
一
度
は
連
絡
協
議
会

で
統
一
し
た
が
分
か
れ
た
。

そ
れ
か
ら
や
り
取
り
は
し

て
い
な
い
。
各
所
代
表
者

会
議
な
ど
で
統
一
で
き
る

と
こ
ろ
、
課
題
解
決
に
繋

が
る
見
通
し
が
立
て
ば
い

い
と
は
思
い
ま
す
。

問
　
学
童
協
議
会
の
共
同

運
営
を
一
括
で
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
何
が
あ
る
か
。

答
　
運
営
母
体
が
大
き
く

な
る
と
一
括
で
職
員
の
募

集
を
行
う
た
め
人
員
確
保

し
や
す
い
。
各
所
の
行
き

来
が
で
き
、
給
与
体
系
が

決
め
ら
れ
る
。
連
絡
協
議

会
の
事
務
、
会
計
、
交
流

会
が
や
り
や
す
い
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
指
導
員

の
移
動
で
、
働
く
側
も
保

護
者
か
ら
も
不
満
が
あ
っ

た
。学

童
連
絡
協
議
会
で
、

各
所
代
表
役
員
が
集
ま
り
、

運
営
等
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
す
る
段
取
り
を
行

政
に
し
て
頂
き
た
い
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
他
の
学
童

保
育
所
の
現
地
踏
査
を
行

い
実
態
調
査
す
る
。
課
題

を
抽
出
し
、
解
決
方
法
を

考
え
、
任
期
中
の
委
員
会

で
提
言
を
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
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手
続
・
指
定
管
理
者
候
補

者
審
査
基
準
・
指
定
管
理

者
候
補
者
選
定
委
員
会
選

定
結
果
報
告
・
指
定
管
理

期
間
延
長
決
定
ま
で
の
事

務
手
続
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
12０
号

湖
南
市
共
同
福
祉
施
設

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
３

月
31
日
に
、
指
定
管
理
期

間
の
終
期
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
次
年
度
以
降
も
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

管
理
し
て
い
く
た
め
に
、

諸
手
続
き
を
進
め
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
非

公
募
に
よ
り
湖
南
市
指
定

管
理
者
候
補
者
選
定
委
員

会
に
審
査
を
依
頼
し
、
選

定
し
ま
し
た
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
121
号

湖
南
市
石
部
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
が
、
令
和
３

年
３
月
31
日
に
指
定
管
理

期
間
の
終
期
を
迎
え
ま
す
。

議
案
１
２
０
号
と
同
様
に

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

り
、
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
の

利
用
や
事
務
員
を
雇
用
す

る
な
ど
工
夫
し
て
お
り
、

大
き
な
負
担
は
な
い
と
把

握
し
て
い
ま
す
。
運
営
に

関
し
て
は
、
法
人
や
運
営

委
員
会
等
保
護
者
以
外
の

方
が
代
表
に
な
っ
て
い
る

場
合
も
あ
り
、
保
護
者
負

担
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
133
号

問
　
湖
南
市
湖
國
十
二
坊

の
森
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
期
間
延
長
に

し
た
理
由
と
、
公
募
し
な

か
っ
た
根
拠
は
。

答
　
基
本
的
に
は
更
新
で

は
で
は
な
く
再
公
募
す
る

の
が
原
則
で
あ
る
が
、
50

社
程
度
の
事
業
者
に
声
を

か
け
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
回
復
の

先
行
き
が
不
透
明
す
ぎ
る

と
厳
し
い
反
応
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
公
募

は
厳
し
い
と
判
断
し
、
期

間
延
長
に
至
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
134
号

湖
南
市
じ
ゅ
ら
く
の
里

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
122
号

湖
南
市
石
部
南
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
湖
南
市

石
部
南
運
動
場
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
３
月
31
日
に
、

現
在
の
指
定
管
理
期
間
の

終
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

次
年
度
以
降
も
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
、
指
定
管
理

者
制
度
を
活
用
し
て
管
理

し
て
い
く
に
当
た
り
、
指

定
の
諸
手
続
き
を
進
め
て

い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

問
　
湖
南
市
石
部
南
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
及
び
湖

南
市
石
部
南
運
動
場
の
指

定
管
理
期
間
の
決
め
方
は
。

答
　
石
部
南
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
は
、

他
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
に
先
行
し
て
、
モ
デ
ル

的
に
指
定
管
理
を
お
願
い

し
、
そ
の
2
年
後
に
他
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
調
整

す
る
た
め
に
他
の
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
２

年
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
体
験
施
設
が
、
令
和

３
年
３
月
31
日
に
指
定
管

理
期
間
の
終
期
を
迎
え
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に

よ
っ
て
、公
募
し
て
も
応

募
も
限
定
的
で
、
新
し
い

事
業
者
の
応
募
も
見
込
め

な
い
と
判
断
し
、
期
間
延

長
に
し
ま
し
た
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
135
号

湖
南
市
魅
力
発
展
拠
点

施
設
は
、
議
案
１
３
４
号

と
同
様
の
理
由
に
て
期
間

延
長
に
し
ま
し
た
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
136
号

柑
子
袋
区
か
ら
の
要
望

に
よ
り
隣
接
地
権
者
に
有

償
譲
渡
す
る
た
め
、
旧
慣

使
用
権
を
廃
止
す
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
柑
子
袋
区
が
村
中
名

義
と
し
て
管
理
し
て
い
た

た
め
池
の
現
実
の
実
態
に

つ
い
て

答
　
現
状
は
、
ほ
場
整
備

の
区
域
と
隣
接
し
て
お
り
、

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
123
号

湖
南
市
立
石
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
、
令

和
３
年
３
月
31
日
に
指
定

管
理
期
間
の
終
期
を
迎
え

ま
す
。
議
案
１
２
０
号
と

同
様
に
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
す
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
124
号

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

令
和
３
年
３
月
31
日
に
指

定
管
理
期
間
の
終
期
を
迎

え
ま
す
。
議
案
１
２
０
号

と
同
様
に
手
続
き
を
進
め

て
い
ま
す
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
125
号
か
ら
議
案
第

132
号
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
学
童
保
育
所
に
係
る
議

案
に
な
る
た
め
、
一
括
に

て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

問
　
保
護
者
の
運
営
や
事

務
的
負
担
に
つ
い
て

答
　
聞
き
取
り
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
事
務
的
負
担

の
軽
減
の
た
め
に
社
会
保

険
労
務
士
へ
委
託
を
し
た

埋
め
立
て
ら
れ
て
雑
種
地

と
な
っ
て
い
る
が
、
地
目

自
体
は「
た
め
池
」で
、
過

去
に
農
家
の
方
々
が
利
用

し
て
い
た
と
確
認
で
き
た

た
め
、
旧
慣
使
用
権
が
あ

る
と
判
断
し
、
今
回
手
続

き
を
し
ま
し
た
。

問
　
こ
の
よ
う
な
雑
種
地

を
売
却
す
る
場
合
、
入
札

の
手
続
き
は
取
ら
な
く
て

よ
い
の
か
。

答
　
一
般
競
争
入
札
す
る

場
合
、
不
動
産
鑑
定
を
入

れ
て
土
地
の
適
正
な
価
格

を
出
す
が
、
今
回
の
場
合

は
地
元
区
内
で
の
話
し
合

い
の
結
果
、
要
望
の
あ
っ

た
隣
接
地
権
者
に
有
償
譲

渡
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
137
号

平
成
13
年
度
か
ら
、
滋

賀
県
が
施
工
し
て
い
る
甲

西
南
部
１
地
区
針
工
区
の

ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
、

区
画
形
状
に
合
わ
せ
て
、

字
の
区
域
及
び
名
称
の
変

更
を
行
う
も
の
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決
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付託案件 ３件

産業経済
常任委員会

議
案
第
1０6
号

問
　
条
例
制
定
の
目
的
は
。

答
　
湖
南
市
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た
り
市

の
抱
え
る
課
題
の
一
つ
に

土
地
問
題
が
あ
り
、
規
制

を
緩
和
す
る
こ
と
で
少
し

で
も
魅
力
あ
る
用
地
に
な

る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め

の
条
例
で
す
。

問
　
具
体
的
な
効
果
は
見

込
め
る
の
で
す
か
。

答
　
た
ち
ま
ち
具
体
的
な

設
備
投
資
等
は
聞
い
て
い

ま
せ
ん
が
、
関
係
団
体
等

に
対
し
て
説
明
を
行
う
な

ど
、
出
来
る
こ
と
を
示
し

た
う
え
で
、
活
性
化
を
促

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

湖
南
市
間
伐
材
利
用
体
験

施
設
設
置
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
は
継
続
審
査
に

議
案
第
113
号

利
用
人
数
の
減
少
、
老

朽
化
が
要
因
で
あ
る
。
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
老
朽
化
と
示
す
根
拠

は
。

答
　
雨
モ
レ
、
ガ
ラ
ス
の

破
損
な
ど
で
す
。

問
　
今
後
施
設
を
除
却
す

る
の
か
。

答
　
除
却
は
し
ま
せ
ん
。

「
も
り
の
駅
」「
土
の
館
」も

含
め
て
、
今
後
の
使
い
方

を
検
討
し
ま
す
。

継
続
審
査
理
由
と
し
て

現
在
、
市
が
進
め
て
い
る

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

個
別
施
設
計
画
と
の
整
合

性
も
図
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
条
例
廃
止
後
の
施
設
管

理
や
地
権
者
と
の
協
議
も

未
確
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

審
査
を
了
す
る
こ
と
が
適

当
で
な
い
た
め
、
継
続
審

査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

議
案
第
114
号

問
　
県
が
定
め
た
金
額
を

充
当
し
て
い
る
の
か
。

答
　
分
類
は
土
地
の
評
価

額
と
人
口
規
模
で
算
定
さ

れ
、
国
道
・
県
道
・
市
道
と

同
金
額
で
あ
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

報
告
事
項
２
件

国
指
定
天
然
記
念
物
ウ
ツ

ク
シ
マ
ツ
自
生
地
保
存
活

用
計
画（
案
）に
つ
い
て

大
津
南
部
都
市
計
画
第
６

回
区
域
区
分
見
直
し
に
つ

い
て内

容
が
膨
大
な
国
指
定

天
然
記
念
物
ウ
ツ
ク
シ
マ

ツ
自
生
地
保
存
活
用
計
画

（
案
）に
つ
い
て
は
、
閉
会

中
の
調
査
と
し
ま
す
。

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

説
明
会

令
和
２
年
12
月
11
日
（
金
）

１
．
議
会
の
委
任
に
よ
る

専
決
処
分
の
報
告

令
和
２
年
８
月
30
日

（
日
）甲
南
消
防
署
の
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
が
防
火
広

報
を
兼
ね
て
地
水
利
調
査

に
出
向
し
た
際
、
農
道（
畦

道
）を
走
行
中
に
田
ん
ぼ

に
脱
輪
し
、
畦
道
と
耕
作

中
の
稲
を
損
傷
さ
せ
た
。

事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
経

費
は
40
万
9
6
2
8
円
で

保
険
で
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

安
全
確
認
の
徹
底
を
指
摘

し
ま
し
た
。

２
．
令
和
３
年
度
に
お
け

る
組
合
議
会
議
員
の
派
遣

に
つ
い
て

３
月
議
会
ま
で
に
派
遣

目
的
、
場
所
、
期
間
を
決

定
す
る
。

３
．
組
合
議
会
資
料
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
の
検
討
に
つ
い

て
費
用
対
効
果
を
含
め
て

継
続
し
て
検
討
。
当
面
の

間
、
現
状
事
務
処
理
で
お

願
い
し
た
い
。

４
．
衛
生
セ
ン
タ
ー
大
型

燃
え
る
ご
み
の
搬
入
に
係

る
事
前
申
込
の
導
入
に
つ

い
て基

幹
的
設
備
改
良
工
事

の
本
格
的
工
事
が
令
和
３

年
１
月
か
ら
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
安
全
面
等
に
考
慮

し
て
、
大
型
燃
え
る
ご
み

の
搬
入
者
を
事
前
予
約
と

し
、
平
準
化
さ
せ
る
。
両

市
民
へ
広
報
で
掲
載
し
、

令
和
３
年
３
月
か
ら
予
約

開
始
す
る
。

そ
の
他

衛
生
セ
ン
タ
ー
ご
み
処

理
施
設
基
幹
的
設
備
工
事

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

臨
時
会

令
和
２
年
12
月
25
日
（
金
）

議
案
第
14
号

甲
賀
広
域
行
政
組
合
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
専
決
処
分

に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

民
間
給
与
と
の
格
差
を

埋
め
る
た
め
期
末
手
当
に

つ
い
て
０
．
０
５
月
分
引

き
下
げ
、
期
末
手
当
を
１
．

２
７
５
月
と
す
る
も
の

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
15
号

甲
賀
広
域
行
政
組
合
火
災

予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
近
年
、
電
気
自
動
車
に

搭
載
さ
れ
る
電
池
の
大
容

量
化
に
伴
い
、
自
動
車
等

の
充
電
を
行
う
使
用
実
態

を
規
定
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
16
号

令
和
２
年
度
甲
賀
広
域
行

政
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

２
０
１
万
２
千
円
を
減
額

全
員
賛
成
で
可
決

令
和
２
年
度
配
備
救
助
工

作
車
Ⅱ
型
の
披
露

様
々
な
災
害
に
備
え
今

回
、
湖
南
中
央
署
に
配
備

さ
れ
る
事
で
、
同
時
多
発

事
案
に
対
応
可
能
と
な
り

ま
す
。
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代表質問

問
　
市
長
の
考
え
る
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
市
内
の
生

活
圏
に
つ
い
て

答
　
中
学
校
区
単
位
で
、

市
内
を
大
き
く
分
け
て
４

つ
の
生
活
圏
と
捉
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
で

暮
ら
し
が
成
り
立
つ
よ
う

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

問
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

暮
ら
し
に
直
結
す
る
子
ど

も
の
施
設
や
高
齢
者
の
施

設
は
公
平
に
あ
り
ま
す
か
。

答
　
高
齢
者
の
施
設
は
夏

見
の
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
生

活
圏
地
域
ご
と
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
施
設
は
、

三
雲
に
児
童
館
、
石
部
、

岩
根
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

問
　
免
許
返
納
世
帯
の
増

加
が
急
速
に
進
ん
で
い
く

こ
と
も
あ
り
、
４
つ
の
生

活
圏
か
ら
市
内
公
共
施
設

な
ど
へ
の
交
通
手
段
と
し

て
、
デ
マ
ン
ド
交
通
が
必

要
で
す
が
、
市
の
考
え
は
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
所

信
表
明
で
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
理
由
は
。

答
　
触
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
「
言
わ
れ
る
な
ぁ
」
と
想

像
し
て
い
ま
し
た
。
感
染

予
防
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め

に
行
っ
て
き
た
事
業
の
実

施
方
法
の
見
直
し
、
職
員

の
感
染
予
防
に
取
り
組
み

ま
す
。

中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
、

給
食
費
無
料
に
つ
い
て

問
　
中
学
卒
業
ま
で
の
医

療
費
、
学
校
給
食
の
無
料

化
に
つ
い
て

答
　
財
源
確
保
が
最
大
の

課
題
、
今
し
ば
ら
く
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
天
然
記
念
物「
ウ
ツ

ク
シ
マ
ツ
」の
自
生
地
の

保
護
・
育
成
、「
マ
ツ
保
護

士
」の
育
成
と
周
辺
整
備

に
つ
い
て

答
　
ま
ず
、
保
全
を
第
一

に
、
「
保
存
・
活
用
計
画
」

を
踏
ま
え
検
討
、
一
括
し

答
　
こ
れ
か
ら
高
齢
者
世

帯
が
増
え
る
の
で
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
市
民
に
利

用
し
や
す
い
運
行
形
態
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
そ
の
た
め
に
は
、
地

域
交
通
専
門
の
部
署
も
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

答
　
地
域
交
通
専
門
の
担

当
職
員
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
地
域
運
営
の
組
織
体

と
し
て
区
長
会
と
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
を
統
合
す
る

考
え
が
あ
る
の
で
す
か
。

答
　
区
と
各
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
連
携
と
情

報
一
元
化
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
会
長
の
公
的
位
置

づ
け
に
つ
い
て
区
長
会
と

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
の

意
見
交
換
も
ふ
ま
え
、
地

域
課
題
解
決
の
た
め
に
地

域
運
営
組
織
の
役
割
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
十
分
に
納
得
が
出

来
て
い
な
い
部
分
に
つ
い

て
は
、
少
し
時
間
を
も
ら
っ

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

た
部
署
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

マ
ツ
保
護
士
の
資
格
が
必

要
と
さ
れ
る
な
ら
資
格
取

得
に
取
り
組
む
。
予
算
的

な
制
約
も
あ
り
ま
す
が
、

維
持
保
全
活
動
を
行
っ
た

う
え
で
検
討
し
ま
す
。

問
　
正
規
職
員
の
増
員
に

つ
い
て

答
　
令
和
７
年
ま
で
に
現

在
の
４
３
５
人
か
ら
10
人

増
員
の
予
定
で
す
。

東
庁
舎
周
辺
整
備
は

問
　
東
庁
舎
周
辺
整
備
計

画
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て

答
　
こ
れ
ま
で
の
耐
震
診

断
結
果
を
含
め
業
務
内
容

を
再
検
証
し
ま
す
。
結
果

に
よ
り
、
再
度
の
耐
震
診

断
の
実
施
も
検
討
、
そ
の

際
に
は
、
公
益
法
人
耐
震

診
断
判
定
委
員
会
に
判
定

を
依
頼
し
ま
す
。
計
画
を

見
直
す
場
合
は
「
官
庁
施

設
の
総
合
耐
震
計
画
基

準
」
に
基
づ
き
適
正
な
整

備
を
進
め
ま
す
。

生田新市政のまちづくりを問う

令和会●上野　顕介 議員
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代表質問

予
算
編
成
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

答
　
12
項
目
の
政
策
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
し
か
し
、
令
和
３
年

度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
終
息
の
見
え
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
と
地
域
の
経

済
対
策
を
最
優
先
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
、
し

っ
か
り
と
見
極
め
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

財
源
の
確
保
に
つ
い
て

答
　
税
収
の
減
少
だ
け
で

な
く
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
展
を
見
据
え

市
民
の
皆
様
・
議
会
の
皆

様
と
し
っ
か
り
対
話
し
、

選
択
と
集
中
を
も
っ
て
対

応
さ
せ
て
頂
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
い
ろ
ん
な

仕
組
み
を
利
用
し
て
い
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

第
二
次
湖
南
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
生
田
市

長
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
　
菅
総
理
の
所
信
で
政

府
は
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭

素
社
会
の
実
現
を
明
言
し

た
が
、
本
市
と
し
て
取
り

組
め
る
こ
と
は
。

答
　
第
二
次
湖
南
市
地
域

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
活

性
化
戦
略
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
つ
い
て
市

民
の
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
　
所
信
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
が
な

い
が
、
市
の
方
向
性
は
。

答
　
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
関
係
機
関

で
あ
る
保
健
所
等
と
連
携

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

感
染
予
防
の
啓
発
活
動
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
事
前
準

備
を
整
え
ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
、
田
舎
で
あ
る
魅

力
が
上
が
り
移
住
定
住
に

は
絶
好
の
機
会
で
あ
る
が
、

早
急
に
取
り
組
め
る
こ
と

答
　
こ
の
ま
ち
で
生
き
て
、

次
の
時
代
に
渡
し
て
い
く

た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
位
置
づ
け
を
も
う

一
度
意
思
統
一
し
た
い
。

し
ば
ら
く
時
間
を
頂
き
進

め
て
い
き
ま
す
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

答
　
工
場
・
事
業
所
が
多

く
立
地
し
て
お
り
地
域
経

済
に
大
き
く
貢
献
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。
拡
張
・
新

規
立
地
・
国
内
回
帰
な
ど

に
対
応
す
る
用
地
確
保
が

大
き
な
課
題
で
す
。
市
と

し
て
出
来
る
限
り
の
支
援

は
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

初
期
投
資
を
抑
え
な
が
ら
、

地
域
に
人
を
、
リ
ピ
ー
タ

ー
を
呼
び
込
む
「
新
し
い

価
値
」
を
見
出
し
て
い
き

た
い
。

　そ
の
他
、

命
と
く
ら
し
を
守
る
こ
と

に
つ
い
て
、

文
化
・
教
育
・
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
、

を
質
問
し
ま
し
た
。

は
あ
る
か
。

答
　
早
急
に
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
本
市
の
特
徴
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
観
光
資
源
の

開
発
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

問
　
12
項
目
の
公
約
に
対

す
る「
明
ら
か
な
意
図
」を

明
確
に
す
る
と
は
。

答
　
子
育
て
政
策
を
優
先

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
市
役
所
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
指
示
を
行
っ
た

と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
内

容
で
あ
る
か
。

答
　
市
民
か
ら
「
市
役
所

が
良
く
な
っ
た
な
あ
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
様
に
、

庁
舎
前
の
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ

の
管
理
、
積
年
ワ
ッ
ク
ス

の
除
去
、
庁
舎
ト
イ
レ
の

改
善
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

き
し
み
対
応
、
１
階
ホ
ー

ル
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
庁

舎
外
壁
の
清
掃
、
庁
舎
周

り
の
落
ち
葉
清
掃
、
ブ
ラ

イ
ン
ド
の
修
繕
の
８
点
を

指
示
し
ま
し
た
。

所信表明を問う

自民誠心会●菅沼　利紀議員

生田市長の所信を問う！

みらいの風●奥村　幹郎 議員
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代表質問

問
　
市
長
の
湖
南
市
へ
の

想
い
と
理
想
の
ま
ち
と
は
。

答
　
湖
南
市
の
魅
力
は
都

市
化
し
す
ぎ
ず
、
田
舎
す

ぎ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
市
民
に
と
っ
て
住

み
よ
い
ま
ち
へ
の
発
展
に

多
様
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
同
じ

時
代
に
生
き
、
皆
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
、
心
の
豊
か

さ
を
共
有
で
き
る
ま
ち
、

そ
れ
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
今
後
の
区
・
自
治
会

組
織
と
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
の
関
係
に
つ
い
て

答
　
今
日
ま
で
の
経
緯
を

踏
ま
え
、
地
域
に
お
け
る

運
営
組
織
の
根
幹
で
あ
る

行
政
区
と
地
域
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
相
互
に
補
完

的
役
割
を
担
う
こ
と
に
よ

り
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
が
実
現
で
き
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
の
役
割
を
規
程
に

よ
り
確
立
す
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
体
制
に
整
え

た
い
。

中
学
生
以
下
の
医
療
費
を

無
償
化
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て

答
　
中
学
生
以
下
の
医
療

費
を
無
料
化
と
す
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
す
。
子
ど

も
の
通
院
に
対
す
る
医
療

費
の
助
成
に
つ
い
て
、
自

己
負
担
を
伴
う
形
で
実
施

し
ま
す
と
、
毎
年
約
１
億

４
８
０
０
万
円
の
経
常
経

費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

う
ち
、
就
学
前
ま
で
の
子

ど
も
の
医
療
費
に
対
し
て

は
県
の
助
成
金
が
２
分
の

１
入
っ
て
き
ま
す
の
で
、

市
の
単
独
費
用
と
し
て
は
、

毎
年
約
１
億
５
５
０
万
円

を
要
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
は
、
自
己
負
担
な
し

で
の
助
成
拡
大
を
行
い
ま

す
と
、
更
に
数
千
万
円
の

市
の
単
独
費
用
が
毎
年
経

常
的
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
　
子
育
て
・
福
祉
政
策

に
つ
い
て
の
財
源
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
福
祉
医
療
の
中
学
生

ま
で
の
無
料
化
で
約
６
，

３
０
０
万
円
増
の
１
億
５

５
０
万
円
、
妊
婦
健
診
・

産
後
健
診
の
金
額
と
回
数

の
拡
充
で
６
５
０
万
円
増

の
４
，
４
０
０
万
円
相
当

の
一
般
財
源
が
必
要
で
す
。

財
政
事
情
も
理
解
し
つ
つ

検
討
し
ま
す
。

問
　
市
役
所
庁
舎
そ
の
も

の
を
ど
の
よ
う
な
観
点
か

ら
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

答
　
市
民
が
快
適
に
利
用

で
き
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
で
あ
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
は
市
民
の

安
心
安
全
を
守
る
拠
点
で

す
。
今
日
ま
で
新
庁
舎
の

建
設
あ
り
き
で
進
ん
で
ま

し
た
の
で
、
今
一
度
時
間

を
い
た
だ
き
、
再
度
耐
震

診
断
の
結
果
な
ど
に
対
す

る
精
査
や
分
析
を
行
い
た

い
。

妊
婦
検
診
、産
後
検
診
の

金
額
と
回
数
を
拡
充
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て

答
　
妊
婦
検
診
、
産
後
検

診
共
に
助
成
回
数
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
必
要
回
数

の
助
成
は
実
施
し
て
お
り
、

金
額
に
つ
い
て
は
、
妊
婦

検
診
は
、
今
年
度
、
助
成

額
を
増
額
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
助
成
金
額
に
つ
い
て

は
、
近
隣
市
町
の
状
況
な

ど
を
確
認
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
新
庁
舎
計
画
は
見

合
わ
せ
、西
庁
舎
周
辺
整

備
も
含
め
再
検
討
す
る
こ

と
に
つ
い
て

答
　
西
庁
舎
や
石
部
保
健

セ
ン
タ
ー
、
石
部
文
化
ホ

ー
ル
、
石
部
図
書
館
な
ど
、

様
々
な
機
能
を
持
つ
施
設

が
集
積
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
優
先
課
題
の
ひ
と

つ
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
と
し
っ
か
り

対
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

新市長の所信について

所信表明について

無所属の会　市民の力●松原　栄樹 議員

湖南市公明党議員団●くわはらだ　美知子 議員
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問
　
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
育
成

に
今
取
り
組
む
こ
と
は
。

答
　
現
行
の
３
つ
の
担
当

部
署
か
ら
、
専
用
の
窓
口

を
設
置
し
、
現
地
の
枯
れ

た
シ
ン
ボ
ル
の
松
の
撤
去

を
３
月
ま
で
に
行
い
、
現

地
の
ゾ
ー
ン
区
分
け
を
、

他
所
で
育
成
さ
れ
た
松
の

移
植
育
成
ゾ
ー
ン
、
現
在

あ
る
松
の
育
成
ゾ
ー
ン
や
、

発
芽
育
苗
ゾ
ー
ン
の
設
置

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
市
内
事
業
者
の
育
成

に
入
札
時
に
市
内
事
業
者

の
優
遇
策
導
入
に
つ
い
て

の
見
解
・
方
針
は
。

答
　
本
市
の
指
名
業
者
の

選
定
は
、
市
内
事
業
者
の

育
成
や
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
、
市
内

事
業
者
を
優
先
す
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

一般質問

湖南市活性化へ

みらいの風●望月　卓 議員

終
活
支
援
に
つ
い
て

問
　
人
が
亡
く
な
っ
た
後

の「
死
後
事
務
」と
は
。

答
　
死
亡
届
の
提
出
、
火

葬
及
び
埋
葬
手
続
き
、
入

院
費
清
算
、
健
康
保
険
や

年
金
手
続
き
、
預
金
通
帳

の
解
約
な
ど
、
様
々
な
事

務
手
続
き
の
こ
と
で
、
親

族
が
い
な
い
場
合
、
生
前

か
ら
準
備
が
必
要
で
す
。

問
　
身
寄
り
の
な
い「
お

ひ
と
り
さ
ま
」の
終
活
支

援
に
つ
い
て

答
　
相
談
支
援
の
中
で
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
配

布
し
、
終
活
を
考
え
る
機

会
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た

め
の
無
料
法
律
相
談
」
の

活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
　
自
治
会
配
布
の「
命

の
バ
ト
ン
」に
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
保
管
場
所

を
記
入
し
て
は
。

市民の思い！松は緑に！！

答
　
「
命
の
バ
ト
ン
」
の
救

急
医
療
情
報
紙
に
記
入
は

可
能
で
、
死
後
の
支
援
に

つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
時
の
母
子
保
健
対
策

問
　
避
難
所
等
で
の
妊
産

婦
・
乳
幼
児
の
支
援
に
つ

い
て

答
　
要
配
慮
者
の
特
性
に

応
じ
た
配
慮
と
し
て
、
乳

幼
児
は
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

を
用
意
。
退
行
現
象
、
夜

泣
き
、
吃き

つ
お
ん音

、
不
眠
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
の
症
状
に
留
意
し
、

精
神
的
安
定
が
図
れ
る
よ

う
に
配
慮
し
ま
す
。
ミ
ル

ク
用
の
湯
、
哺
乳
瓶
の
清

掃
、
沐
浴
の
手
だ
て
の
確

保
な
ど
に
留
意
。
妊
産
婦

は
、
安
静
に
休
息
が
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
や
搾
乳
、
授

乳
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
、
認
知
症
高
齢

者
等
個
人
賠
償
保
険
の
導

入
に
つ
い
て
、「
湖
南
市

子
ど
も
未
来
助
成
金
」
の

期
日
延
長
に
つ
い
て
、
を

質
問
し
ま
し
た
。

　
湖
南
市
契
約
規
則
に
基

づ
き
、
該
当
す
る
市
内
事

業
者
が
５
者
以
上
あ
れ
ば
、

原
則
、
市
内
事
業
者
の
み

で
の
入
札
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
度
の
建
設

工
事
発
注
は
、
49
件
の
指

名
競
争
入
札
の
内
、
46
件

は
、
市
内
事
業
者
の
み
の

入
札
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
さ
ら
に
市
内
事
業
者

へ
の
受
注
機
会
が
一
層
確

保
で
き
る
よ
う
具
体
的
な

検
討
を
重
ね
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
県
で
は
、
職
員
採
用

に
際
し
、
知
識
と
経
験
を

生
か
し
庁
内
の
活
性
化
や

効
率
化
を
図
る
面
か
ら
、

採
用
年
齢
の
上
限
を
45
歳

ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
本

市
の
対
応
は
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

答
　
年
齢
上
限
は
そ
こ
ま

で
の
設
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
採
用
に
向
け
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

出産から終活まで安心して
� 暮らせるまちに‼

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員
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一般質問

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
始

ま
る
こ
と
を
う
け
て

問
　
学
力
格
差
に
つ
い
て

答
　
「
学
力
」
を
読
む
・
書

く
・
計
算
す
る
・
覚
え
る
と

い
っ
た
狭
い
範
囲
で
と
ら

え
る
な
ら
ば
、
個
々
の
能

力
や
環
境
要
因
な
ど
に
依

る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
で
学
力
格
差
が
小

さ
く
な
る
か
大
き
く
な
る

か
は
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
湖
南
市

教
育
が
目
指
す
「
学
力
」
と

は
、
人
生
１
０
０
年
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
に
身
に

つ
け
た
い
力
で
す
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

・
ス
キ
ル（
読
み
書
き
の
能

力
）不
足
に
つ
い
て

答
　
令
和
３
年
度
か
ら
、

授
業
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
活

用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
端
末
機
を
十
分
に

使
い
こ
な
せ
な
い
教
員
に

対
し
て
、
授
業
支
援
・
校

問
　
庁
舎
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て

答
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
を
意
識
し
、
快
適

に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
今
後
、
適
切
な
管
理
に

努
め
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

答
　
築
39
年
な
の
で
大
幅

な
修
繕
を
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
　
老
朽
化
し
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て

答
　
最
小
限
の
機
能
性
を

確
保
で
き
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。

問
　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て

答
　
菩
提
寺
小
学
校
・
三

雲
小
学
校
・
日
枝
中
学
校

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
始

め
、
ト
イ
レ
洋
式
化
事
業

を
継
続
的
に
進
め
ま
す
。

問
　
親
水
公
園
利
用
者
の

方
が
総
合
体
育
館
の
屋
外

ト
イ
レ
を
使
え
ま
せ
ん
か
。

答
　
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
以

務
支
援
・
環
境
整
備
・
校
内

研
修
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

す
。
教
員
間
で
情
報
共
有

を
図
り
端
末
機
を
活
用
し

た
授
業
の
展
開
を
推
進
し

ま
す
。

問
　
若
年
妊
娠
に
つ
い
て

答
　
市
の
家
庭
児
童
相
談

室
や
保
健
師
と
連
携
し
な

が
ら
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

問
　
教
育
現
場
で
の
性
教

育
に
つ
い
て

答
　
命
の
大
切
さ
や
自
分

自
身
の
体
を
大
事
に
す
る

こ
と
は
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
保
健
体
育
科
で

の
指
導
に
加
え
て
、
学
級

活
動
道
徳
科
な
ど
で
指
導

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
助

産
師
を
講
師
に
招
き
、
性

教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
務
処
理
ミ
ス
に
つ
い
て

問
　
公
用
車
の
車
検
切
れ

に
つ
い
て

答
　
今
回
の
不
祥
事
を
重

く
受
け
止
め
、
一
層
の
綱

紀
粛
正
と
事
務
執
行
体
制

の
見
直
し
、
再
発
防
止
に

取
り
組
み
ま
す
。

外
は
施
錠
し
て
い
ま
し
た

が
、
親
水
公
園
の
開
園
時

間
帯
に
合
わ
せ
て
利
用
可

能
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め

の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

問
　
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
つ
い
て

答
　
機
能
的
に
時
代
に
合

わ
な
い
の
で
今
後
の
庁
舎

全
体
の
方
向
性
も
含
め
て

検
討
し
ま
す
。

問
　
目
や
耳
の
不
自
由
な

方
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

答
　
今
後
、
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
の
開
始
時
期
は
。

ま
た
段
階
的
に
行
う
の
で

す
か
。

答
　
段
階
的
で
は
な
い
形

で
必
ず
行
い
ま
す
。
協
議

し
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら

く
時
間
を
く
だ
さ
い
。

新体制での取り組みについて

快適なトイレやEVを
� 子ども医療費無償化を

自民誠心会●小林　義典 議員

令和会●藤川　みゆき 議員

一般質問後、直ぐに対応され
た点字表示。
（庁舎のエレベーター内）
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食
の
安
全
、学
校
給
食
と

農
政
に
つ
い
て

問
　
地
産
地
消
や
有
機
農

業
へ
の
考
え
は
。

答
　
学
校
給
食
の
食
材
は
、

地
場
産
物
・
国
産
の
使
用

率
を
高
め
ま
す
。
有
機
農

業
は
、
労
力
や
資
材
コ
ス

ト
な
ど
経
営
的
に
厳
し
く
、

農
業
関
係
機
関
や
市
内
生

産
者
と
意
見
交
換
し
ま
す
。

問
　
生
ご
み
を
可
燃
ご
み

で
は
な
く
、
堆
肥
に
す
る

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

取
り
組
み
へ
の
考
え
は
。

答
　
有
効
な
取
り
組
み
だ

が
、
堆
肥
の
回
収
等
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、制
限
に
よ

る
身
体
の
不
具
合
が
心
配

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
接
種
状
況
と
供

給
体
制
に
つ
い
て

一般質問

焼却処理費用、CO2削減、ゴ
ミ捨ての回数など減少

第
二
次
湖
南
市
総
合
計
画

前
期
計
画
の
検
証
か
ら

問
　
地
域
福
祉
を
進
め
る

際
の
、
市
民
と
の
協
働
を

生
か
す
考
え
方
に
つ
い
て

答
　
本
市
で
は
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、

各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
地
域
支
え
あ
い
推
進
員

を
専
任
で
配
置
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
今
一
度

時
間
が
ほ
し
い
。

問
　
福
祉
有
償
運
送
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
支
援
策
は
。

答
　
現
在
湖
南
市
で
２
者

の
登
録
が
あ
り
ま
す
。
利

用
者
に
も
欠
か
せ
な
い
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
３
年
度
は
予
算
計
上

で
き
る
よ
う
協
議
し
ま
す
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
の
経
済
状
況

は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
子
育
て
支
援
策

と
し
て
、
病
児
保
育
支
援

事
業
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の

検
討
結
果
は
。

答
　
２
事
業
者
同
時
に
体

制
を
整
え
る
の
が
難
し
く

実
施
を
見
送
っ
て
き
ま
し

た
。
改
め
て
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
て
検
討
し
ま
す
。

問
　
ふ
れ
あ
い
教
育
相
談

室
で
は
、
相
談
内
容
も
多

岐
に
わ
た
り
難
し
く
、
4

月
～
11
月
の
巡
回
相
談
は

1
4
7
件
な
ど
増
加
し
て

い
ま
す
。
現
在
会
計
年
度

任
用
職
員
４
名
体
制
で
す

が
、
勤
務
体
制
強
化
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

答
　
室
長
が
室
を
統
括
し
、

指
導
員
が
指
導
に
あ
た
り
、

充
足
し
て
い
ま
す
。

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

問
　
石
部
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
は
複
合
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。
調
理
場
も

あ
り
ま
せ
ん
。
石
部
宿
の

観
光
拠
点
等
、
独
自
の
セ

ン
タ
ー
が
必
要
で
は
な
い

で
す
か
。

答
　
西
庁
舎
周
辺
整
備
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

答
　
接
種
助
成
の
影
響
も

あ
り
、
接
種
者
は
大
幅
増

加
。
供
給
体
制
の
把
握
は

今
後
も
努
め
ま
す
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
中
に

肥
満
で
は
な
い
が
、
生
活

習
慣
病
予
備
軍
が
増
加
傾

向
。
予
防
の
た
め
学
校
健

診
に
血
液
検
査
を
導
入
す

る
考
え
は
。

答
　
保
健
教
育
・
食
育
の

推
進
を
学
校
と
家
庭
が
連

携
し
今
後
も
取
り
組
み
ま

す
。

問
　
勿
論
重
要
だ
が
、
そ

の
成
果
は
表
れ
て
い
る
か
。

答
　
成
果
は
分
か
ら
な
い

が
、
気
に
な
る
子
ど
も
の

保
護
者
に
精
密
検
査
を
受

診
勧
奨
、
食
生
活
の
乱
れ

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

問
　
血
液
検
査
で
わ
が
子

が
、
基
準
値
を
超
え
れ
ば
、

保
護
者
は
家
族
の
食
生
活

や
自
身
の
健
診
に
も
意
識

す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
有
効
で
あ
れ
ば
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

身体の健康は、
� 幸福な人生を送るための土台

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

地域福祉の充実！
� 市民主体のまちづくり

無所属の会　市民の力●赤祖父　ゆみ 議員

湖南市議会だより15

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問



一般質問

問
　
湖
南
市
に
あ
る
幼
稚

園
・
保
育
園
等
22
園
の
現

状
に
つ
い
て
の
中
の
民
間

移
管
さ
れ
た
保
育
園
・
幼

稚
園
の
建
て
替
え
に
つ
い

て答
　
民
間
移
管
し
た
６
園

の
う
ち
、
非
耐
震
施
設
の

４
園
の
建
て
替
え
を
順
次

行
っ
て
頂
く
予
定
で
す
。

　
令
和
３
年
度
に
三
雲
く

じ
ら
保
育
園
と
阿
星
あ
か

つ
き
保
育
園
の
２
園
を
、

令
和
４
年
度
に
京
進
の
ほ

い
く
え
ん
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
湖

南
水
戸
の
１
園
を
、
そ
の

後
、
京
進
の
よ
う
ち
え
ん

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
石
部
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

建
て
替
え
の
設
計
段
階
か

ら
敷
地
内
で
の
駐
車
場
確

保
を
行
う
よ
う
調
整
を
し

て
頂
く
予
定
で
す
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ

い
て
、
現
状
及
び
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て

答
　
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ

い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る

問
　
私
は
、
広
報
広
聴
の

場
を「
ゆ
う
の
会
」と
銘
打

ち
、
広
報
紙
な
ど
で
市
民

の
皆
さ
ん
に
開
催
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
先
日
、

開
催
し
た
第
53
回
目
の
場

で
、
参
加
さ
れ
た
市
民
の

方
か
ら
、
市
が
本
年
９
月

か
ら
、
満
70
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
申
請
受
付
を
始

め
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス「
め
ぐ
る
く
ん
」の
無
料

乗
車
券
に
つ
い
て
、「
私

の
分
の
無
料
乗
車
券
が
妻

に
も
利
用
で
き
れ
ば
助
か

る
。」と
の
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
無
料
乗
車
券
の

利
用
者
制
限
の
緩
和
措
置

を
早
急
に
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

答
　
森
議
員
の
発
言
通
り
、

本
人
以
外
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
利
用
者
制
限
を
緩

和
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

し
、
併
せ
て
、
無
料
乗
車

券
を
市
役
所
ま
で
取
り
に

来
な
く
て
も
よ
い
仕
組
み

を
、
自
身
の
こ
と
だ
と
の

路
線
の
中
で
、
平
均
乗
車

密
度
の
低
い
路
線
を
対
象

に
し
た
新
た
な
移
動
手
段

と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
、
利
便
性
の
向
上
と

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

予
約
制
小
型
乗
合
自
動
車

運
行
事
業
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
、
予
約
制

小
型
乗
合
自
動
車
運
行
事

業
の
実
施
に
向
け
て
、
運

行
形
態
、
運
行
事
業
者
の

選
定
方
法
、
実
施
時
期
等
、

詳
細
に
つ
い
て
の
検
討
を

進
め
、
市
民
の
皆
様
や
議

会
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

お
聞
き
し
て
実
証
運
行
を

開
始
し
、
利
用
状
況
や
運

行
状
況
を
精
査
・
分
析
し

て
、
対
応
策
を
講
じ
、
本

格
運
行
へ
と
移
行
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

思
い
で
考
え
ま
す
。

市
長
の
政
治
ス
タ
ン
ス
は

問
　
市
民
に
寄
り
添
い
、

血
の
通
っ
た
政
治
を
行
う

に
は
、
市
民
の
声
、
議
会

や
議
員
の
発
言
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
生
田
市
長
は
、
前
市
長

と
異
な
り
、
議
会
の
各
種

会
議
に
出
席
し
た
り
、
各

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
意

見
交
換
し
た
り
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
市
民
、
議
員
に

対
す
る
市
長
の
姿
勢
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
自
分
と
異
な
る
意
見

を
大
切
に
し
、
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
よ
り
多
人

数
で
の
議
論
の
場
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
人
間
は
、

そ
の
能
力
に
大
差
は
な
く
、

追
い
込
ま
れ
て
こ
そ
、
そ

の
真
価
が
問
わ
れ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

政
策
は
、
皆
の
助
け
合
い

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
も

の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
一

緒
に
考
え
、
一
緒
に
動
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新市長誕生後の市政について

コミュニティバス無料乗車券を
� 本人以外も！

令和会●大島　正秀 議員

令和会●森　すなお 議員
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一般質問

新市政！これからの
� まちづくりを問う

自治体間交流・スポーツ振興で
� まちを元気に

無会派●中土　翔太 議員

みらいの風●堀田　繁樹 議員

２
年
後
に
閉
店
す
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
大
型
商
業

施
設
に
つ
い
て

問
　
市
の
対
応
は
。

答
　
事
業
者
と
接
触
は
開

始
し
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
は
、
民
間
が
新
た
に
時

代
に
合
っ
た
事
業
を
示
す

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
の
中
心
に
位
置
す

る
当
該
地
が
空
く
こ
と
に

対
す
る
市
の
認
識
は
。

答
　
地
理
的
に
は
中
心
で

す
が
、
現
実
に
商
売
が
成

り
立
た
な
い
こ
と
か
ら
も
、

市
の
中
心
地
で
あ
る
と
い

う
認
識
で
は
な
い
で
す
。

西
庁
舎
周
辺
整
備
に
つ
い

て問
　
市
長
は
所
信
表
明
に

お
い
て
、
東
庁
舎
よ
り
先

に
、
建
築
年
の
古
い
西
庁

舎
に
取
り
組
む
と
述
べ
ら

れ
た
が
。

答
　
利
便
性
の
悪
い
石
部

診
療
所
も
含
め
、
任
期
中

に
西
庁
舎
周
辺
整
備
計
画

を
つ
く
り
ま
す
。

問
　
計
画
の
初
期
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

市
民
が
参
画
で
き
る
場
を
。

答
　
現
実
的
な
方
法
で
、

市
民
の
意
見
は
、
そ
れ
な

り
に
尊
重
し
ま
す
。

問
　
整
備
後
、
最
も
利
用

す
る
現
在
の
子
ど
も
た
ち

な
ど
、
多
様
で
幅
広
い
住

民
の
声
を
聞
く
仕
組
み
は
。

答
　
時
代
に
合
わ
せ
、
で

き
る
だ
け
み
な
さ
ん
の
声

を
聞
く
よ
う
に
し
ま
す
。

職
員
の
育
成
に
つ
い
て

問
　
市
長
が
職
員
に
求
め

る
職
員
像
や
、
人
材
育
成

の
方
法
は
。

答
　
市
長
と
し
て
は
、
研

鑽さ
ん

や
啓
発
と
い
う
言
葉
は

大
嫌
い
で
す
。
職
員
は
、

市
長
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
、

つ
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▲当該商業施設（中央一丁目）

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
自

治
体
間
の
連
携
の
重
要
性

と
、
友
好
都
市
と
の
交
流

の
現
状
に
つ
い
て

答
　
北
海
道
比
布
町
と
は
、

平
成
11
年
に
友
好
都
市
盟

約
を
、
鳥
取
県
北
栄
町
と

は
、
平
成
23
年
に
友
好
交

流
協
定
を
締
結
、
職
員
相

互
交
流
も
平
成
25
年
か
ら

実
施
し
、
関
係
団
体
や
市

民
交
流
も
進
め
て
い
ま
す
。

両
町
と
の
交
流
は
今
後
も

継
続
し
ま
す
。

問
　
近
隣
市
町
と
の
連
携

に
つ
い
て

答
　
甲
賀
市
、
栗
東
市
、

野
洲
市
・
竜
王
町
と
の
間

で
各
協
議
会
を
設
置
し
て

自
治
体
間
の
活
性
化
や
福

祉
向
上
を
目
的
に
調
査
研

究
・
連
携
を
広
域
的
に
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
災
害
協
定
と
災
害
支

援
に
つ
い
て

答
　
比
布
町
・
北
栄
町
や

東
海
道
五
十
三
次
の
20
市

区
町
、
岐
阜
県
瑞
浪
市
、

奈
良
県
王
寺
町
と
相
互
応

援
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
支
援
実
績
は
、
昨
年

独
自
に
、
福
島
県
南
相
馬

市
に
給
水
車
・
物
資
支
援
・

職
員
２
名
を
派
遣
し
ま
し

た
。
滋
賀
県
要
請
で
は
、

宮
城
県
丸
森
町
へ
保
健
師

派
遣
や
、
米
原
市
竜
巻
被

害
に
調
査
員
派
遣
を
行
い

ま
し
た
。

問
　
支
援
実
施
の
あ
り
方

に
つ
い
て

答
　
市
負
担
も
考
慮
し
て

協
定
締
結
自
治
体
を
優
先

し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現

状
と
今
後
の
方
向
性
、
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
再
生
に

つ
い
て

答
　
指
定
管
理
者
に
よ
り

日
常
管
理
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
は
消
防
署
の
指

摘
で
利
用
休
止
中
。
公
共

施
設
個
別
計
画
で
施
設
の

方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
活

性
化
に
つ
い
て

答
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
ま

ち
の
活
性
化
に
生
か
す
絶

好
の
機
会
と
考
え
ま
す
。
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〈議会広報委員会〉

左から　奥村幹郎委員　桑原田美知子委員　植中　都議長
　　　　小林義典委員長  松井圭子副委員長  赤祖父裕美委員
　　　　藤川みゆき委員

【10月】

【11月】

【12月】

 １日―産業経済常任委員会
    　　甲賀広域行政組合議会定例会
 ２日―福祉教育常任委員会
    　　公立甲賀病院組合議会定例会
 ７日―議会運営委員会
    　　決算常任委員会
 ８日―議会広報委員会
 ９日―総務常任委員会
15日―議会広報委員会
26日―産業経済常任委員会
 ６日―福祉教育常任委員会
17日―議会運営委員会
18日―公共施設調査特別委員会
25日―議員全員協議会
27日―議会運営委員会
    　　議会広報委員会
30日―議員全員協議会
    　　本会議［定例会（１日目）］
 ８日―本会議［定例会（２日目）］
 ９日―本会議［定例会（３日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
10日―本会議［定例会（４日目）］
11日―予算常任委員会
14日―総務常任委員会
15日―福祉教育常任委員会
    　　産業経済常任委員会
16日―公共施設調査特別委員会
    　　議会改革推進特別委員会
22日―本会議［定例会（５日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
    　　議会広報委員会
24日―議会広報委員会
25日―甲賀広域行政組合臨時会

会 誌議 日

編
集
後
記

　
昨
年
の
お
正
月
に
は
今

現
在
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
を
だ
れ
が

予
想
し
て
い
た
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
た
く
間
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

全
世
界
に
広
が
り
、
世
界

の
人
々
、
世
界
経
済
を
も

疲
弊
・
恐
怖
に
陥
れ
て
お

り
ま
す
。

　
人
類
が
今
、
力
を
合
わ

せ
対
峙
す
べ
き
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
英
知

を
集
め
、
防
疫
・
予
防
等

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
さ
て
、
市
民
の
皆
様
の

代
弁
者
で
あ
る
湖
南
市
議

会
広
報
委
員
会
も
、
力
を

合
わ
せ
、
一
丸
と
な
っ
て
、

編
集
に
臨
み
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

広
報
委
員
　
奥
村
幹
郎

　感染症予防のため、人との間隔を
あけて編集作業をしています。

議会だよりをスマホでチェック
「湖南市議会だより」をより多くの人に見ていた
だくために、スマートフォン向けアプリ「マチイ
ロ」に掲載しています。アプリをダウンロードす
れば、いつでもどこでも見ることができます。

本会議のインターネット中継を行っています
※過去の本会議や一般質問の動画もご確認いただけます。

湖南市議会

開会 2月22日（月） 閉会 3月23日（火）
令和３年３月議会定例会の仮日程をお知らせします

＜仮日程＞
２月22日（月） ■本会議　提案説明
３月  2日（火） �■本会議　代表質疑質問
３月  3日（水） ■本会議　代表質疑質問
　　    　　　 　　　　　一般質問
３月  4日（木） ■本会議　一般質問
３月  5日（金） ■本会議　議案質疑
３月  8日（月） ●委員会
３月  9日（火） ●委員会
３月10日（水） ●委員会

３月11日（木） ●委員会
３月12日（金） ●委員会
３月15日（月） ●委員会
３月16日（火） ●委員会
３月17日（水） ●委員会
３月18日（木） ●委員会
３月23日（火） ■本会議
	  委員長報告、
	  議案質疑

本会議は新型コロナウイルス感染防止対策にご協力いた
だいた上で、どなたでも傍聴できます。（人数制限有）委員
会の傍聴については、開催場所により、出来ない場合もあ
りますので、事前に事務局へお問い合わせください。
◇傍聴席では…
議場は、市政全般にわたる重要な
事項を決定する場です。係員（議会
事務局職員）の指示に従って、静粛
に傍聴することになっています。
◇傍聴の申し込みは…
会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」
に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま
すので、団体での傍聴は、前もって議事課へご連絡ください。
※�事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、2
月下旬に議事課☎0748-71-2347へお問い合わせください。

今月の表紙

新議員 中土　翔太（４段目一番右）
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